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日
本
の
地
質
現
象
の
よ
く
分
か

る
所
を
１
０
０
カ
所
選
び
出
し
、

そ
の
ユ
ニ
ー
ク
さ
を
顕
彰
し
、
広

く
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
「
地
質
情
報
整
備
・
活
用
機

構
」
な
ど
が
提
案
す
る
「
日
本
の

地
質
百
選
」
に
玄
武
洞
（
豊
岡
市

赤
石
）
が
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

全
国
か
ら
候
補
地
を
募
集
し
、

日
本
地
質
学
会
な
ど
の
メ
ン
バ
ー

で
構
成
す
る
選
定
委
員
会
で
、
応

募
の
あ
っ
た
約
３
８
０
カ
所
か
ら
、

ま
ず　

カ
所
が
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

８３

残
る　

カ
所
は
、
今
後
、
新
た
な

１７

立
候
補
を
受
け
付
け
、
選
定
作
業

が
続
け
ら
れ
る
予
定
で
す
。

　

な
お
、
県
内
で
は
そ
の
ほ
か
に
、

六
甲
淡
路
断
層
系
、
生
野
鉱
山
跡

の
２
カ
所
が
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

全
国
か
ら
の
応
募
約
３
８
０
カ
所
か
ら
選
ば
れ
る

国
の
天
然
記
念
物
玄
武
洞
が「
日
本
の
地
質
百
選
」

　

５
月　

日
、
大
正　

年
の
北
但

２６

１４

大
震
災
や
平
成　

年
の
台
風　

号

１６

２３

災
害
を
教
訓
に
、
災
害
時
の
体
制

を
検
証
し
よ
う
と
「
豊
岡
市
震
災

総
合
防
災
訓
練
」
を
出
石
町 
水  
上 

む
な 
が
い

地
区
の
ひ
ぼ
こ
ホ
ー
ル
周
辺
で
実

施
し
ま
し
た
。

　

訓
練
は
、
出
石
地
域
を
震
源
と

す
る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７
・
３
の

地
震
に
よ
り
、
水
上
地
区
を
中
心

に
死
者
２
人
、
負
傷
者
１
１
０
人
、

家
屋
の
倒
壊
１
２
０
棟
の
被
害
が

出
た
と
い
う
想
定
で
、
局
地
的
な

地
震
被
害
へ
の
対
応
を
テ
ー
マ
と

し
て
行
い
ま
し
た
。

　

会
場
内
に
、
市
役
所
本
庁
、
出

石
総
合
支
所
お
よ
び
現
地
の
３
つ

の
対
策
本
部
を
設
け
、
各
対
策
本

部
が
連
携
を
取
り
な
が
ら
訓
練
を

進
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
消
防
団
や
地
域
の
自
主

防
災
組
織
、
地
元
の
小
学
生
ら
約

６
２
０
人
が
、
負
傷
者
の
救
出
や

搬
送
、
避
難
訓
練
な
ど
に
取
り
組

み
ま
し
た
。

　

訓
練
終
了
後
、
中
貝
市
長
は

「
災
害
は
決
ま
っ
た
形
で
は
や
っ

て
き
ま
せ
ん
。
想
像
力
を
働
か
せ

て
次
に
何
を
す
べ
き
か
を
考
え
て

行
動
し
て
く
だ
さ
い
」
と
講
評
し

ま
し
た
。

　

市
教
育
委
員
会
で
は
、
こ
の
ほ

ど
子
育
て
支
援
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を

作
成
し
ま
し
た
。

　

こ
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
は
、
妊

娠
期
か
ら
出
産
・
育
児
に
関
す
る

本
市
の
支
援
施
策
、
乳
幼
児
の
健

康
診
査
や
相
談
の
場
所
、
保
育
園
、

幼
稚
園
の
情
報
、
医
療
機
関
な
ど
、

子
育
て
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
情

報
を
集
約
し
て
い
ま
す
。

　

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
は
、
市
内
の
学

校
・
幼
稚
園
・
保
育
園
、
子
育
て

セ
ン
タ
ー
な
ど
の
子
育
て
支
援
・

相
談
機
関
に
配
置
し
て
い
る
ほ
か
、

母
子
手
帳
交
付
時
や
４
カ
月
児
健

康
診
査
時
に
無
料
で
配
布
し
て
い

ま
す
。

　

数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
し
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▲救急活動では、ケガの状態に応じて治療の
優先順位を決定するトリアージを行った

子
育
て
支
援
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
作
成

情
報
を
集
約　
出
産
・
育
児
に
役
立
て
て

酒
米
フ
ク
ノ
ハ
ナ
の「
お
田
植
え
式
」

コ
ウ
ノ
ト
リ
育
む
農
法
を
採
用　
秋
の
豊
作
を
願
い
幻
の
酒
米
を
田
植
え

豊
岡
市
震
災
総
合
防
災
訓
練
を
実
施

過
去
の
教
訓
を
活
か
し
て
連
携
を
強
化　
大
規
模
災
害
に
備
え
る

　

５
月　

日
、
酒
米
フ
ク
ノ
ハ
ナ

２０

の「
お
田
植
え
式
」が
出
石
町 
袴  
狭 

は
か 

ざ

地
区
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
フ
ク
ノ
ハ
ナ
の
生
産

振
興
や
純
米
酒
「
コ
ウ
ノ
ト
リ
の

贈
り
物
」
の
関
係
者
ら
が
、
今
年

の
豊
作
を
願
っ
て
ま
ず
手
植
え
を

し
、
そ
の
後
、
田
植
え
機
で
次
々

と
苗
が
植
え
ら
れ
て
い
き
ま
し
た
。

　

酒
米
フ
ク
ノ
ハ
ナ
の
国
内
唯
一

の
生
産
地
と
し
て
知
ら
れ
る
出
石

地
域
で
は
、
出
石
フ
ク
ノ
ハ
ナ
生

産
部
会
（
代
表
・
本
田
十
世
三
さ

ん
）
が
「
コ
ウ
ノ
ト
リ
育
む
農

法
」
を
取
り
入
れ
、
昨
年
か
ら
完

全
有
機
肥
料
・
無
農
薬
栽
培
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
後
、
コ
ウ

ノ
ト
リ
も
住
め
る
自
然
環
境
づ
く

り
に
貢
献
す
る
取
組
み
と
し
て
も
、

大
い
に
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

関
係
者
ら
は
「
こ
れ
か
ら
雑
草

や
病
害
虫
の
対
策
が
大
変
で
す
が
、

管
理
を
し
っ
か
り
し
て
大
切
に
育

て
ま
す
」
と
力
強
く
話
し
て
い
ま

し
た
。

▲フクノハナの苗を手植えする関係者ら

▲日本の地質百選に選定された
玄武洞
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６
月
２
日
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
文
化

館
に
、「
千
羽
コ
ウ
ノ
ト
リ
」
が
届

け
ら
れ
ま
し
た
。

　

千
羽
コ
ウ
ノ
ト
リ
は
、
神
戸
市

立
高
倉
中
学
校
の
２
年
生
１
２
９

人
が
製
作
し
た
も
の
で
、
生
徒
た
ち

は
、
５
月
に
課
外
授
業
で
同
館
を

訪
れ
、コ
ウ
ノ
ト
リ
の
野
生
復
帰
、環

境
保
全
の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。

そ
し
て
、
今
回
の
放
鳥
コ
ウ
ノ
ト

リ
の
ヒ
ナ
の
誕
生
を
知
り
、
ヒ
ナ

が
無
事
に
巣
立
ち
で
き
る
よ
う
祈

り
を
込
め
て
製
作
さ
れ
ま
し
た
。

　

届
け
ら
れ
た
千
羽
コ
ウ
ノ
ト
リ

は
、
同
館
多
目
的
ホ
ー
ル
に
展
示

し
て
い
ま
す
。

　

６
月
４
日
、
㈱
コ
カ
・
コ
ー
ラ

ウ
エ
ス
ト
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

（
本
社
・
福
岡
県
）が
五
荘
小
学
校

に
一
輪
車　

台
を
寄
贈
し
、
同
小

１０

学
校
で
贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

同
社
は
、
社
会
貢
献
活
動
の
一

環
で
、
平
成
６
年
か
ら
九
州
・
中

国
地
方
で
一
輪
車
の
寄
贈
を
続
け

て
お
り
、
今
年
度
か
ら
近
畿
２
府

４
県
で
も
寄
贈
を
始
め
、
県
内
の

公
立
小
学
校　

校
に
２
１
０
台
を

２１

寄
贈
し
ま
し
た
。

　

五
荘
小
学
校
で
は
、
今
年
、
一

輪
車
ク
ラ
ブ
が
発
足
し
ま
し
た
が
、

台
数
が
不
足
し
、
全
員
に
行
き
渡

ら
な
い
こ
と
が
悩
み
で
し
た
。

　

贈
呈
式
で
は
、近
畿
コ
カ
・
コ
ー

ラ
ボ
ト
リ
ン
グ
の 
守  
都 
正
和
相
談

も
り 
と

役
が
「
天
気
の
よ
い
日
は
、
外
で

元
気
い
っ
ぱ
い
に
一
輪
車
に
乗
っ

て
く
だ
さ
い
」
と
話
す
と
、
児
童

を
代
表
し
て
谷
口
明
彦
く
ん
（
４

年
生
）
は
「
一
輪
車
に
上
手
に
乗

れ
る
よ
う
に
、
休
み
時
間
に
は
み

ん
な
で
頑
張
っ
て
挑
戦
し
ま
す
」

と
答
え
て
い
ま
し
た
。

㈱
コ
カ
・
コ
ー
ラ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
が
五
荘
小
学
校
に
一
輪
車
を
寄
贈

さ
あ
、
い
っ
ぱ
い
練
習
し
よ
う

神
戸
の
中
学
生
か
ら
千
羽
コ
ウ
ノ
ト
リ
が
贈
ら
れ
る

放
鳥
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
ヒ
ナ　
元
気
に
巣
立
っ
て
ね▲ヒナが無事に巣立つようにと

千羽コウノトリが届けられた

　

総
務
省
が
今
年
度
か
ら
始
め
た

「
頑
張
る
地
方
応
援
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
の
推
進
に
向
け
、 
菅 　
 
義  
偉 

す
が 

よ
し 
ひ
で

総
務
大
臣
が
６
月　

日
、
豊
岡
市

１０

を
訪
れ
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
を
シ
ン
ボ

ル
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
現
場
を

見
学
し
ま
し
た
。

　

同
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
独
自
の
地

域
活
性
化
な
ど
に
取
り
組
む
地
方

自
治
体
を
国
が
財
政
的
に
支
援
す

る
も
の
で
、
こ
の
Ｐ
Ｒ
の
た
め
、

菅
総
務
大
臣
ら
が
全
国
を
回
り
、

地
元
首
長
ら
と
意
見
交
換
を
し
て

い
ま
す
。

　

当
日
、
菅
総
務
大
臣
は
、 
百  
合 

ゆ 

る

 
地 
地
区
や
コ
ウ
ノ
ト
リ
文
化
館
で

じコ
ウ
ノ
ト
リ
を
見
学
し
た
後
、
文

化
館
で
地
元
の
農
家
や
企
業
な
ど

と
環
境
経
済
戦
略
の
取
組
み
に
つ

い
て
懇
談
す
る
と
と
も
に
、
豊
岡

か
ば
ん
の
特
別
展
示
や
コ
ウ
ノ
ト

リ
本
舗
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

菅
総
務
大
臣
は
「
環
境
と
経
済

を
組
み
合
わ
せ
た
成
功
事
例
で
あ

り
、
全
国
に
広
め
て
い
き
た
い
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

総
務
省
の「
頑
張
る
地
方
応
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
」で 
菅 
総
務
大
臣
が
本
市
を
視
察

す
が

環
境
と
経
済
戦
略
の
取
組
み
を
紹
介　
地
方
自
立
の
成
功
例
を
Ｐ
Ｒ

　

６
月
１
日
、
合
橋
地
区
公
民
館

が
但
東
総
合
支
所
３
階
に
オ
ー
プ

ン
し
、
地
元
整
備
委
員
や
区
長
、

行
政
関
係
者
な
ど
が
集
ま
り
竣
工

式
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
合
橋
地
区
公
民
館
は
、

市
教
育
委
員
会
但
東
分
室
内
に
併

設
さ
れ
て
お
り
、
専
用
拠
点
の
な
い

施
設
で
し
た
が
、昨
年
２
月
に
制
定

し
た
「
豊
岡
市
地
区
公
民
館
整
備

計
画
」
に
基
づ
き
、
但
東
総
合
支
所

３
階
の
旧
議
会
ス
ペ
ー
ス
を
活
用
し

て
整
備
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

旧
議
員
控
室
は
調
理
実
習
室
・

和
室
に
生
ま
れ
変
わ
り
、
旧
議
場

は
傍
聴
席
や
重
厚
な
内
装
を
そ
の

ま
ま
利
用
し
、
以
前
の
雰
囲
気
を

色
濃
く
残
し
た
多
目
的
ホ
ー
ル
へ

変
わ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
県
の
「
県
民
交
流
広
場

事
業
」
を
取
り
入
れ
て
、
県
産
木

材
を
利
用
し
た
交
流
広
場
も
設
け

て
い
ま
す
。

　

今
後
、
城
崎
地
域
で
は
城
崎
地

区
公
民
館
が
、
出
石
地
域
で
は
弘

道
地
区
公
民
館
が
そ
れ
ぞ
れ
総
合

支
所
庁
舎
を
活
用
し
て
整
備
す
る

予
定
で
、
合
橋
地
区
公
民
館
は
、

モ
デ
ル
的
施
設
と
し
て
注
目
さ
れ

て
い
ま
す
。

合
橋
地
区
公
民
館
が
但
東
総
合
支
所
３
階
に
オ
ー
プ
ン

空
き
ス
ペ
ー
ス
を
活
用
し
て
交
流
の
拠
点
に▲地元の農家や企業の代表と懇談す

る菅総務大臣（写真中央）
▲交流広場の落ち着いたスペースで
ゆったりとした時間が過ごせます


